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岐阜より，：薦翼に添えて
　年末に鳥したカニンガムi彗星の：鳥眞を逡：ります．器械，設備，カメラ共未完
威にて・人前に出す程のものではないのですが・爲虞術に全然知識のない小生
が，始めて・星の爲貝を撮るといふのですから，話になりません．兎に角，自
分に不思議と思ふ位，爲つたのですから，とれを機會に畢天膿罵眞を少々やつ
てみたいと思ひます．赤道儀は電甲山簿ですが，現在，配電設備がなく，止む
なく手動でやってゐますが，何れ工事も出論ることでせう．
　vンズは，テサの50粍，ダルマイヤの30粍，60粍，70粍等，小生の使用出來
るものがあるのですが，何分テサ及び60，70粍の口脛レンズは，暗箱が大きく
、て，器械に，假に取付けることなんか出干す，今回は，不本意乍ら，30粍の望
蓮レンズで，しかも手動で彗星を追った始末です．御笑覧の程，又，今後も一
唐御指導の程，所り上ます．
　先づは御報告蓬．
　　　一一月25日　　　　　正村噌忠
　　　　　　　　　　　満洲より奮友のたより
　拝啓，大壁永らく御無沙汰いたしました．御許し下さい．其後御憂りはあり
ませんか？　御伺ひ申します．小生，事攣獲生と共に，産業報國のため，満洲
に参り，重工業につくし，銃後二士の第一線に：立ち，今日に及んで居り，其間，
自分の好きなる天艦の観測も出訴す，夜の室もろくろく観察いたしましたこと
が，甚だ少く御座いましたが，昨年末の韓勤により，大分落着き，今回出現の
カ＝ンガム彗星の観測を2～3聴いたしましたが，充分の威績をあげることが出
來すに居ります．何故，昨年までそんなに雨冠に親しむことが出來なかったか
と申しますと，小生，漏三炭薩株式三二に入三二來，最初，東満の満ソ國境に
出張いたし，其後，例の○○○近くの調査に在勤し，建設に從事し，肉艦螢働
こそいたしませんが，面恥人を使用して開獲事業を行ひ・，身心，毎日綿の如く
疲れ，日の落ちると共に寝につき，身鐙を休め，毎夜々々，何時來るやわから
なh土匪に，祉員はそなへて居りました．銃同一獲聞けば，サイVンの鳴り渡
る中に，日本刀，輕機，拳銃と，物々しい形にて要所々々を守って居りました
故，心の落つV・た時がありませんでした．所が，昨年十一月，輸邊鐵路の電化
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のために，北満に三三いたしましたる所，こ鱈ま匪賊の心配もなく，只，○○
の心醍のみにて，撃ついて居り，其上，就員に科學の好きなる者あり，一夜，
トランシットを持出して天華観測をしないかと相談したる所，不思議にも，鮭
に五爵製の58ミリ鏡のあるのがわかり，小生，祉より借1）うけ，先日より時々
あた玉かき夜に観測いたして居りますが，何様，極塞なので（現在零下35～6
度），10分聞と観測出雲す，それ以上して居れば，防塞帽は霜にて三白になり，
手の自由を失ふので，困って居ります．そして，望遽鏡を室内に入れ玉ぱ，た
ちどころに三白に水分が凍結してしまふと云ふ有様です．
　もう少し温かく，せめて零下15度となれば，充分に観測も出來得るものと層、
つて居ります．さて私も，かく落着きましたので，出來れば天文協會の一員と
して，産業昏睡のかたわら，つくしたく思ひます故，よろしく御願びいたしま・
す．
　満洲は，御存じの如く，室は良いです．室氣はすんで居りますが，新京，奉
天等，都倉の冬は御話にならない位，峯氣が悪く，晴天に，月でさへ煙のため
曇って見へます．來年は一度内地にかへりたく思って居ります．其時は，出來
れば，御し目に力戦りたく思ぴます．家族の者は内地に居り，元氣で居ります．
　　　一月13日　　　　　　　　　　　　　　　　田　　申　　朝　　失
　　　　　　　　　　　　編輯i麗　よ　り
　天界多事のため，昨年十一月の水星の太陽面経過の報告記事が今まで印刷小
春なかったのは心念であった，（但し観測結果だけは，いち早くドイツのナハ
リヒテン誌へ邊って置いたので，獲表すみである．）當日，晴天に恵まれた盲撃
：方面だけで，之れだけの成績が學げられたのは満足である．あの日，米軍では
干鰯だけを，我が國では門門だけを見たわけである．ハワイでは初めも絡りも
見えた筈魑年末から膨しい彗星が二二する．之れに因んで，フィシャ惇士の“彗
星談義”を認んで貰びたい．麹本命出版部では今般“紀要”Memoirsとv・ふ
ものを出すことにし，1ｻのため，本誌の一部を國際化して，濁国論丈は外面の
宇戸家に解るやうにし，大に圃威を獲即することにした．詳細は衣號を見て頂
きたい．麟二月號第63頁の学研は名古屋の小澤氏の256粍機につき訂正する・
之は編輯の失敗であった．鯵天界168號を持ち合はせてるる人は，其の口檜篇
翼を見て御覧なさい．蒔局がら，・．一・tyホ・エマシイ状：畢です．
